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属決定時に，所属研究室の専門性に沿った安全教育を実施している．教職員の安全教育は，全学委員会

主催の年 � 回の学内安全衛生講演会への参加により行う．防災訓練は職員の初期消火競技大会（消防署

主催）への参加や，他部局との合同による消火器を使った基本的な消防訓練を実施した．

地震による薬品棚等の倒壊防止対策は平成 �� 年度から年次計画により順次進めており，天井の無い

実験室では市販の転倒防止器具を使用できないため，独自に考案した転倒防止器具により薬品棚等の固

定を実施している．

                         

        

 平成 �� 年度 ��� の薬品棚，平成 �� 年度 ��� の物品棚等，平成 �� 年度 �� の物品棚等の転倒防止対策

を行った．

�� 化学物質を取り扱う実験室・研究室等の安全衛生管理

 工学研究科の実験室及び研究室においては，実験内容が多種多様なため，安全衛生管理も多様なもの

になる．有効な施策を実施するためには，教育研究内容の把握，各実験室及び研究室等において取り扱

う化学物質等の種類及び使用量並びに薬品等の規制対象の調査を十分に実施したうえで改善計画を策

定することが必要である．

��� 薬品管理システムの導入について

 本学では，使用する化学物質等を一元的に管理するために，薬品管理システムの導入を決め，平成 ��

年度から工学研究科と理学研究科において試行運用が行われる．薬品管理システム導入の目的は，①社

会に対する薬品管理責任においての必要性，②安全・衛生面の観点での必要性，③作業の効率化の観点

での必要性，④関連法令遵守の観点での必要性，等である．本学が全国の大学の現状を調査した結果で

は，ほとんどの大学が薬品管理システムの導入に奔走しているが，事務部門と教育・研究部門の間でシ

ステムの運用等に関する十分な調整がされないまま，導入に至り，大学における薬品管理という根本的

な目標からかけ離れた結果となったケースの大学も多い．本学の薬品管理システムが当初の目的を達成

した時には，本学の安全衛生管理は格段の前進となる．

��� ドラフトチャンバーの定期自主検査

安衛法による定期自主検査を行うべき機械等に，化学物質を取り扱う実験室・研究室に設備している

局所排気装置（ドラフトチャンバー）がある．本学では年１回以上の定期自主検査を使用者において実

転倒防止器具

薬品棚
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